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研究成果の概要（和文）： 

認知科学研究における研究手法として，心理学的実験に基づく「実験的手法」と計算機モデル
に基づく「構成的方法」は，2 つの主要な柱とされてきた。本研究は，日本の認知科学におけ
るモデルベース研究の新たな展開を図った。具体的には，認知科学，人工知能，科学哲学の 3
つの観点からモデルベースアプローチの意義に関する理解を深めた。教育用の Web ベースプロ
ダクションシステムを実現し，いくつかの授業で使用し，システムの性能に関する基本的なデ
ータを取得した。これまでに開発された類推の認知モデルを実装した学習支援システムを拡張
し，学習支援システムと実験システムの双方の性質を併せ持った学習支援システムを開発した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
There are two primary research approaches in cognitive science: the experimental 
approach and the model based approach.  In this project, we expanded the 
model-based approach and tried to open a new era of the approach in Japanese 
cognitive science community.  First, we tried to make theoretical discussion about the 
nature of the model-based approach from the cognitive scientific, computational 
scientific, and philosophical viewpoints.  We also developed a web-based production 
system, and a learning support system where a cognitive model of analogy was 
implemented.  We used those systems in a real class setting, and evaluated the utility 
of the systems.   
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 
2008 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 
2009 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 
2010 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

総 計 14,300,000 4,290,000 18,590,000 
 
 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・認知科学 
キーワード：モデルベースアプローチ，類推，洞察，学習支援，シミュレーション 

機関番号：13901 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19300089 

研究課題名（和文） 

 認知科学研究におけるモデルベースアプローチの新展開 

研究課題名（英文）Development of the model based approach in cognitive science. 

  

研究代表者 

三輪 和久（MIWA KAZUHISA） 

名古屋大学・情報科学研究科・教授 

 研究者番号：90219832 

 
 



 
１．研究開始当初の背景 
近年，脳活動の測定装置の発達により，認知
科学における実験的研究は，新たな新展開を
迎えている。一方，モデルベースの研究アプ
ローチに関しては，とりわけ日本において沈
滞していると言わざるを得ない。本研究は，
日本の認知科学におけるモデルベース研究
の新たな展開を図ることを目的とする。モデ
ルベース研究の発展は，近年の実験的研究の
飛躍と相まって，認知科学研究のより一層の
推進に寄与できるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
認知科学研究における研究手法として，心理
学的実験に基づく「実験的手法」と計算機モ
デルに基づく「構成的方法」は，2 つの主要
な柱とされてきた。本研究は，日本の認知科
学におけるモデルベース研究の新たな展開
を図ることを目的とする。具体的には，本研
究は，以下の 3 つの柱から構成される。 
(1)モデルベースアプローチのメタ研究の実
施 
(2)教育用シミュレータの開発 
(3)認知モデルを掲載した学習支援システム 
 
３．研究の方法 
(1) 人間の問題解決シミュレータを作成す
る。本システムでは，問題解決研究で扱われ
てきた古典的題材の 1 つである「覆面算」と
いう探索課題を題材として取り上げ，覆面算
を解決するモデルに対して，そのモデルの方
略や知識（心的操作）を操作可能にし，その
問題解決行動をシミュレートして表示する。 
(2) プロダクションシステムアーキテクチ
ャをベースにしたモデルシミュレータを開
発する。本システムは，ルールに対応する「処
理器」，ワーキングメモリに対応する「情報
貯蔵庫」を持ち，それぞれをグラフィカルイ
ンタフェースの上で簡単に設計できるよう
な機能を有する。さらに，シミュレーション
において，情報貯蔵庫の内容の推移や，各モ
ジュールの間の相互作用が逐次確認できる
ような表示機構を持つものとする。 
(3)「問題事例」提示に基づき学習者の作問
を支援するシステムを開発する。重要な点は，
学習者が作成する「新規問題」とシステムが
提示する「問題事例」との類似関係を，類推
の認知モデルに従って計算するという点で
ある。本システムをいくつかの教育の現場で
利用してもらい，「学習支援システム」とし
ての有効性を評価する。 
 
４．研究成果 
(1) 代表者の三輪，分担者の有田，戸田山の
3 者で議論を重ね，認知科学，人工知能，科
学哲学の 3つの観点からモデルベースアプロ

ーチの意義に関する理解を深めた。その議論
の成果を，人工知能学会誌の特集企画「認知
科学におけるモデルベースアプローチ」とし
て公刊した。 
(2) 開発したシミュレータを利用すること
により，学習者は，内的に行われる心的操作
と外的に観察される行動との「因果関係」を
理解し，モデルベースアプローチの有効性に
ついて体験的に理解することが確認された。 
(3) 教育用の Webベースプロダクションシス
テムを実現し，いくつかの授業で使用し，シ
ステムの性能に関する基本的なデータを取
得し，その有効性を確証した。 
(４) これまでに開発された類推の認知モデ
ルを実装した学習支援システムの拡張を行
った。これらを通して，学習支援システムと
実験システムの双方の性質を併せ持った学
習支援システムを開発し，その有効性を確証
した。 
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